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　学際的協同研究の要請が増すにつれ、研究者の詳細な専門分野と興味を特定し、効率的に連携相手を
探し出す方法が必要になっている。6月15～17日開催された人工知能学会全国大会にて、人間関係
と位置情報付きブログを活用した大会支援方法が試行され、その内容が学会発表で紹介された。利用者
と引用元の間が双方向に対応付けられる事を利用し、発表に関する興味や知り合い関係を通じて、利用
者と任意の相手の間のアクセス経路や、共通するチェック・リンク一覧を提示する。又、各利用者の ID
発信端末と環境内のセンサを用いて行動履歴を記録し、利用者によるブログ更新作業を支援する。掲載
内容は、関連者にも提示される。認知科学的観点からは、協同研究を支援する技術が発展しても、人
と人が直に会って議論する事の重要性が指摘されており、今回開発された方法は、このような人的繋が
りを重視した連携作りを、組織的・効率的に支援するシステムとなっている。
トピックス2　効率的な研究連携体制作りのためのブログ活用
　研究者人口の増加・専門分野の細分化・学際的
協同研究に対する要望の増大に伴い、研究の連携
相手を組織的・効率的に探す技術が必要となって
いる。これまで、研究の連携相手探しは、①研究
者の個人的な知り合い関係や紹介、②実時間の状
況や新規なカテゴリ概念を必ずしも反映しない、
論文データベースや研究者の登録情報、等に依存
して来た。そこで、研究者の詳細な専門分野と興
味を特定し、人や組織の動態に対応した上で、共
同研究者を探す事の出来る支援方法を目指して研
究が進められている。
　人工知能学会（JSAI）では、研究成果を活用して、
大会環境内に於ける情報活用の支援システムを構
築・運用する試みを続けている。本年６月 15～ 17
日開催された全国大会では、大会支援システムの
機能の一部として、人間関係と位置の情報を付加
したブログが試行され、その内容が学会発表で紹
介された。
　ブログとは、個人によって随時掲載内容を更新
できるWebサイトである。Web日誌で主流だっ
たHTMLに加え、近年既製のソフトウェアを用い
て開設や運営が容易になり、開設者や閲覧者が急
増している（2005年３月時点の日本国内のブログ開
設数は 335万）。
　JSAI 大会支援システムの開発者は、「実世界に
おける行動は、本質的には行為者の自覚によって
定義される主観的なものである」と捉えている。
そこで、利用者による主体的なブログ更新作業を
支援するため、①赤外LEDタグや ICカードなど
ID発信端末と、環境内に設置されたセンサ類を用
いて、位置情報を記録し、②時系列データ解析を
用いて、各利用者の行動履歴を作成し、③これに
基づいてブログ掲載内容の草案を自動的に提示す
るシステムを開発した。利用者の作成した内容は、
ブログ上に公開されると同時に、関連者（「出会っ
た」相手、「聴講した」発表の著者・他の聴衆、等）
に提示される。
　JSAI大会支援システムでは、利用者と引用元が
双方向に対応付けれられる事を利用して、発表に
関する興味や知り合い関係に基づく人間関係ネッ
トワークを作成し活用している。人間関係に加え、
人の位置情報も活用される。ネットワークを用い
て、任意の相手の間のアクセス経路や、共通する
チェックリンク一覧を閲覧できる。
　現時点では、人工知能学会会員、且つ発表を行
う者のうち、協力する旨承諾の得られた、閉じた
集団の中のみでの試行となっている。今後、非会
員の聴講者を含む集団や、他学会との合同大会な
ど、縁故や登録制度によるつながりの得難い状況
で使用可能とする事により、支援システムの本領
が発揮される。
　認知科学的観点からは、協同研究を支援する技
術が発展しても、人と人が直に会って議論する事
の重要性が指摘されている。今回開発された方法
は、このような人的繋がりを重視した連携作りを、
組織的・効率的に支援するシステムとなっている。
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